
― 

只
見
と
戊
辰
戦
争
①

避
難
民
の
受
入
れ 

―

　

慶
応
４
年（
１
８
６
８
）１
月
、

京
都
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
始

ま
っ
た
戊
辰
戦
争
。こ
の
奥
会
津

地
方
一
帯
に
お
い
て
も
激
し
い

戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
戦
争
は
、
薩
摩
と
長
州
を
中

心
と
す
る
反
幕
府
側
の
西
軍
と

徳
川
幕
府
側
の
東
軍
と
の
戦
い

で
し
た
。戦
場
は
次
第
に
関
東
、

越
後
、
東
北
と
北
上
し
て
い
き
、

５
月
に
は
長
岡
戦
争
、
８
月
に
入

る
と
会
津
戦
争
に
突
入
し
ま
す
。

　

５
月
19
日
、
長
岡
城
が
落
城
す

る
と
、
長
岡
藩
主
一
行
総
勢
約
３

８
０
人
が
会
津
に
亡
命
す
る
た

め
八
十
里
越
を
越
え
て
、
５
月
21

日
に
只
見
へ
到
着
し
ま
し
た
。八

十
里
越
は
会
津
と
越
後
を
結
ぶ

長
大
な
峠
で
、
丸
１
日
以
上
か
か

る
険
阻
な
山
越
え
の
道
で
す
。藩

主
の
牧
野
忠
訓
は
只
見
字
原
の

名
主
宅
に
、
姫
君
さ
ま
は
原
の
新

国
慎
三
郎
宅
に
、
老
公
の
牧
野
忠

恭
は
只
見
字
沖
の
名
主
宅
に
宿

泊
し
ま
し
た
。原
の
名
主
宅
の
分

特集
「
戊
辰
１
５
０
年
」只
見
と
戊
辰
戦
争

奥
会
津
只
見
戊
辰一五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
伝
え
る

戊
辰
１
５
０
周
年

只
見
町
の
戊
辰
戦
争
を
伝
え
る―

ま
き
の
た
だ
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

た
だ

ゆ
き



今
年
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
戊
辰
戦
争
―
。

戊
辰
戦
争
当
時
、
只
見
で
は
越
後
長
岡
藩
か
ら
の
多
数
の
避
難
者
を
受

け
入
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。八
十
里
越
を
越
え
て
き
た
避
難
者
は
そ

の
数
１
万
５
千
人
と
も
２
万
５
千
人
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
最
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
人
物
が
長
岡
藩
家
老
「
河
井
継
之
助
」
で

す
。

只
見
町
で
は
、昨
年
か
ら
戊
辰
戦
争
１
５
０
年
に
向
け
て「
奥
会
津
只
見

戊
辰
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」を
設
立
し
、只
見
町
に
お
け

る
戊
辰
戦
争
の
象
徴
的
人
物「
河
井
継
之
助
」を
中
心
に
町
の
歴
史
文
化

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、只
見
町
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
の
歴
史
と「
奥
会
津
只
見
戊
辰

一
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

家
に
は
、
今
で
も
姫
君
が
使
用
し

た
布
団
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

藩
主
一
行
は
只
見
に
５
日
間
滞

在
し
た
の
ち
若
松
へ
と
出
発
し

ま
し
た
。

　

７
月
29
日
、
長
岡
城
が
再
落
城

す
る
と
、
東
軍
の
引
き
揚
げ
兵
や

長
岡
藩
士
の
家
族
が
八
十
里
越

を
越
え
て
只
見
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。そ
の
数
は
８
月
２
日
か
ら

10
日
ま
で
の
間
で
２
万
５
千
人

ほ
ど
に
も
達
し
、
只
見
の
地
は
避

難
者
で
あ
ふ
れ
返
り
、
混
乱
を
極

め
ま
し
た
。折
か
ら
八
十
里
越
は

長
雨
が
続
き
、
泥
だ
ら
け
の
道
は

よ
く
す
べ
り
ま
し
た
。こ
の
峠
を

越
え
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
数
日
間

は
只
見
に
滞
在
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。当
時
の
只
見
地
方
は
田
子

倉
村
か
ら
塩
沢
村
ま
で
８
か
村
、

総
戸
数
２
９
２
戸
の
寒
村
で
し

た
が
、
こ
こ
へ
大
挙
し
て
避
難
し

て
き
た
人
々
で
あ
ふ
れ
た
の
で

す
。30
戸
の
楢
戸
村
に
は
５
０
８

名
が
10
日
間
ほ
ど
宿
泊
し
た
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。



▲只見線に手を振る只見保育所児童の皆さん（平成２７年５月号No.540 の表紙写真）

▲河井継之助記念館では戊辰１５０周年特別展として丹羽族を紹介したコーナーや会津藩・
　白虎隊士の展示コーナーなどが設けられています

▲矢沢家の一部を移築した河井継之助記念館にある継之助の終焉の間

さ
ら
に
は
長
雨
の
影
響
に
よ
り

只
見
川
で
洪
水
が
起
き
、
若
松

か
ら
の
救
援
米
が
滞
っ
た
た
め
、

避
難
民
の
食
糧
は
圧
倒
的
に
不

足
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

会
津
と
越
後
境
の
八
十
里
越
と

六
十
里
越
の
防
備
の
た
め
、
会

津
藩
か
ら
野
尻
代
官
に
任
命
さ

れ
た
の
が
丹に

わ羽
族や
か
らで
し
た
。

　

丹
羽
族
は
避
難
者
の
食
糧
調

達
や
受
入
れ
の
任
務
に
あ
た
り
、

自
ら
も
食
糧
調
達
に
東と
う
ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走

し
ま
す
。
し
か
し
、
寒
村
で
の

食
糧
調
達
に
は
限
界
が
あ
り
、

難
民
を
賄
う
ほ
ど
の
食
糧
は
な

か
な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
極
度
の
食
糧
危
機
に

陥
り
、
餓
死
す
る
者
ま
で
出
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

８
月
５
日
に
は
、
深
手
を
負
っ

た
長
岡
藩
家
老
の
河
井
継
之
助

が
只
見
に
到
着
し
ま
す
。
叶か
の
う
づ津

口く
ち
ど
め留
番ば
ん
し
ょ所
で
丹
羽
族
か
ら
会
津

の
戦
況
な
ど
を
聞
い
た
の
ち
、

目
明
し
清
吉
の
家
に
宿
泊
し
ま

し
た
。

　

く
し
く
も
、
河
井
継
之
助
が

只
見
に
到
着
し
た
８
月
５
日
の

深
夜
、
と
う
と
う
万
策
尽
き
た

丹
羽
族
は
、
食
糧
調
達
や
食
糧

― 

只
見
と
戊
辰
戦
争
②

丹
羽
族
の
自
刃 

―

　

避
難
民
が
只
見
に
来
た
こ
と

に
よ
り
、
緊
急
に
必
要
に
な
っ

た
の
は
食
糧
で
し
た
。
兵
士
な

ど
の
食
糧
は
通
常
、
若
松
城
下

か
ら
送
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
は
秋
の
収
穫
前
で
、

危
機
の
責
任
を
と
っ
て
自
害
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
の
心

情
を
丹
羽
族
は
、
遺
書
で
次
の

よ
う
に
し
た
た
め
て
い
ま
す
。

― 

自
分
は
、
兵ひ
ょ
う
ろ
う
そ
う
と
く

糧
総
督
と
し
て
、

そ
の
責
任
を
果
た
せ
ず
、
友ゆ
う
は
ん藩
は

勿
論
、
殿
に
対
し
誠
に
申
し
訳

が
立
た
な
い
。
こ
の
危
機
に
あ

た
り
、
自
分
が
責
任
を
と
り
自

害
す
れ
ば
、
友
藩
に
対
し
、
申

し
訳
も
立
つ
。
ま
た
、
後
を
託

す
部
下
達
の
食
糧
対
策
に
村
人

の
理
解
も
得
易
い
だ
ろ
う
。
自

害
は
決
し
て
責
任
逃
れ
で
も
気

が
狂
っ
た
訳
で
も
な
い
。
こ
の

危
機
を
脱
す
る
た
め
に
、
自
分

の
果
た
し
得
る
、
唯
一
の
責
任

の
取
り
方
で
あ
る
。
後
の
事
は

頼
む
…
。
―

　

悲
報
を
知
っ
た
只
見
の
人
々

は
、
丹
羽
族
の
忠
義
に
心
を
打

た
れ
、
各
家
の
蔵
を
も
開
け
、

わ
ず
か
な
食
糧
や
蓄
え
を
差
し

出
し
、
長
岡
の
人
々
を
救
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

― 

只
見
と
戊
辰
戦
争
③

戊
辰
戦
争
が
結
ぶ
絆 

―

　

８
月
12
日
、
河
井
継
之
助
は

傷
の
治
療
の
た
め
若
松
に
向
け

て
出
発
し
ま
す
が
、
傷
の
状
態



▲只見字原の旧名主宅の分家には、長岡藩主が使用
した３組の布団が大切に保存されています

▲長岡藩・姫君が５日間宿所した場所（新国孝男宅／只見字原）

▲只見代官所跡で丹羽族自刃の家（鈴木岑生宅／只見字上町）。
　現存する丹羽族が自害した部屋で鈴木家が大切に保存しています

▲河井継之助が逗留した目明し清吉の屋敷跡
　（五十嵐昭一宅／只見字塚前）

▲目黒竹市家（只見字田中）が現在も守る長岡藩士・
石垣龍三郎の墓

が
悪
化
し
た
た
め
塩
沢
の
医
者
、

矢や
ざ
わ沢
宗そ
う

篤と
く

宅
に
投
宿
し
、
８
月

16
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
（
享

年
42
歳
）。
村
人
は
そ
の
死
を
悼

み
、
残
骨
を
拾
い
集
め
て
塩
沢

の
医い

王お
う
じ寺
に
墓
を
建
て
ま
し
た
。

　

会
津
戦
争
は
９
月
22
日
に

鶴
ヶ
城
の
落
城
に
よ
っ
て
終
結

し
ま
す
。
し
か
し
、
只
見
地
方

で
は
そ
の
後
も
戦
争
が
続
き
ま

し
た
。

　

９
月
23
日
、西
軍
（
新
政
府
軍
）

の
加
賀
藩
士
・
森
川
余
所
之
助

は
、
入い
り
ご
や

小
屋
の
戦
い
（
現
南
会

津
町
東
）
で
負
傷
し
、
21
歳
の

若
さ
で
切
腹
し
果
て
ま
し
た
。

森
川
余
所
之
助
は
小
林
の
新
福

寺
境
内
に
埋
葬
さ
れ
、
官
修
墳

墓
と
し
て
祭
ら
れ
ま
し
た
。
９

月
24
日
の
滝
原
の
戦
い
（
現
只

見
町
坂
田
）
で
は
東
軍
、
西
軍

双
方
に
死
者
が
で
ま
し
た
。
西

軍
の
加
賀
藩
士
・
太
田
治
右
衛

門
が
戦
死
し
、
布
沢
の
龍
泉
寺

に
墓
地
が
あ
り
ま
す
（
享
年
27

歳
）。
只
見
字
沼
田
原
で
は
、
只

見
・
叶
津
の
戦
い
が
あ
り
、
東

軍
が
西
軍
の
築
い
た
只
見
・
叶

津
間
の
陣
地
を
襲
撃
し
、
西
軍

を
八
十
里
越
や
大
塩
方
面
に
追

い
や
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
が

あ
っ
た
の
は
９
月
25
日
の
こ
と

で
、
会
津
戦
争
最
後
の
戦
い
の

場
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

只
見
字
沖
の
墓
地
に
は
、
長

岡
藩
士
の
石
垣
龍
三
郎
の
墓
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
も
只
見

の
人
が
墓
を
大
切
に
守
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
只
見
に
は
長

岡
藩
士
の
子
ど
も
を
預
か
り
育

て
、
長
岡
藩
士
の
家
系
を
引
く

家
も
あ
り
ま
す
。

　

只
見
字
寺
に
あ
る
長
福
寺
は
、

東
軍
・
西
軍
の
宿
舎
と
し
て
使

用
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
ま

ま
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

戊
辰
戦
争
で
活
躍
し
た
元
白

虎
隊
士
の
篠
沢
寅
之
助
は
明
治

６
（
１
８
７
３
）
年
、
只
見
小

学
校
教
員
と
し
て
半
年
間
赴
任

し
ま
し
た
が
、
そ
の
折
、
家
族

で
逗
留
し
た
家
が
あ
り
ま
す
。

　

只
見
の
人
々
は
、
長
岡
戦
争

で
の
避
難
者
を
助
け
、
河
井
継

之
助
の
墓
を
守
り
な
が
ら
現
在

で
も
墓
前
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
只
見
と
長
岡
は
多
く

の
悲
劇
を
生
ん
だ
戊
辰
戦
争
と

い
う
深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。



▲戊辰戦争当時の解説や史跡めぐりを
　紹介したガイドブック

▲史跡に設置された標柱で説明文やＱＲ
　コードが記されている

▲当時最新鋭のガトリング砲を使っていた
　河井継之助

▲河井継之助記念館に飾られている河井継之助の等身大パ
ネル

▲昨年９月に記念事業「継之助ウォーク」を開催。叶津番所の
三瓶こずえさんから説明を受ける新潟県長岡市の皆さん

▲今年２月の只見ふるさとの雪まつりで河井継之助に扮し歴
史講座を行う目黒信さん

― 

実
行
委
員
会
の
設
立
①

史
跡
標
柱
の
設
置 

―

　

平
成
29
年
２
月
３
日
、
町
で

は
町
内
の
歴
史
研
究
者
や
観
光

団
体
な
ど
と
「
奥
会
津
只
見
戊

辰
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
戊
辰
１
５
０
周
年
の

節
目
を
機
に
、
河
井
継
之
助
を

中
心
と
し
た
只
見
の
歴
史
を
「
語

り
継
い
で
い
く
」
た
め
に
設
立

さ
れ
た
も
の
で
、
昨
年
度
か
ら

ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
な
ど
に
よ

る
啓
発
活
動
や
戊
辰
史
跡
巡
り

ツ
ア
ー
な
ど
の
記
念
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
町
内
の
戊
辰
関

連
史
跡
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
「
只
見
町
戊
辰
戦
争
史

跡
め
ぐ
り
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
、
河
井

継
之
助
の
逗
留
地
跡
や
丹
羽
族

が
自
害
し
た
代
官
所
跡
、
長
岡

藩
士
の
墓
な
ど
只
見
町
に
残
る

戊
辰
戦
争
ゆ
か
り
の
場
所
が
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
併
せ
て
、
ゆ
か
り
の
史
跡

16
カ
所
に
標
柱
を
設
置
し
、
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
史
跡

巡
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し



― interview ―

― interview ―

　私は茨城県の出身で、２０代の
頃に田子倉鉱山の仕事で只見町
へやってきました。その後、この
家に婿として入り、丹羽族の自刃
の家だと知りました。自害した場
所は、この家の座敷だと聞いてい
ます（右上写真）。
　数年前には、河井継之助を紹介
した新潟県のテレビ番組の収録
で、この家に林修さんがやってき
ました。これまで注目されていな
かった丹羽族について紹介され、
大変驚きました。

只見代官所跡
丹羽族の自刃の家 ―

鈴木 岑生さん
（只見）

みねお

　私も河井継之助が通ってきた
八十里越に関心があったため、八
十里越通り抜けバスツアーに参
加してきました。本当にすごい山
の中に道路がつくられており、河
井継之助も八十里越を越える際
は大変苦労なさったのだろうと
感じました。
　実行委員会が制作したガイド
ブックには、この家のことも紹介
されています。多くの方々に知っ
ていただくきっかけになればと
思っています。

目黒 竹市さん
　　　 フミ子さん

（只見）

　当時、私の家は「山田屋」という
旅館だったため、新潟の人も良く
泊まりに来ていました。
　この墓は、私の祖父の時代から
守っており、父からここの墓には
長岡の人が眠っているのだと聞
きました。墓は大雪の度に倒れて
しまい大変なこともありますが、
祖父の時代から守ってきたこの
墓を今も守っています。
　なぜ、ここに長岡藩士・石垣龍
三郎が埋葬されたのかは分かり
ませんが、墓石は質もよく、今で

長岡藩士・石垣龍三郎の墓
現在も墓守をする目黒竹市家 ―

も刻まれた文字がしっかりと見
ることができます。この墓を見る
限り、石垣龍三郎は立派な人物だ
ったのだろうと思います。時々、
新潟の方から墓を見せてほしい
と言われることもあります。
　今回、ガイドブックに紹介され
たことで、多くの方々に見てもら
いたいと思っています。そして、
これから先も、祖父の時代から守
ってきたこの墓を守り続けてい
きたいと考えています。

た
。
各
標
柱
に
は
史
跡
の
説
明

文
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
記
さ
れ
て

お
り
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る
こ
と

に
よ
り
、
簡
単
な
情
報
を
そ
の

場
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
、
町

内
に
全
戸
配
布
し
た
ほ
か
、
只

見
・
川
口
・
南
会
津
の
各
県
立

高
校
や
新
潟
県
長
岡
市
の
河
井

継
之
助
記
念
館
な
ど
に
配
り
ま

し
た
。
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

に
あ
た
り
飯
塚
恒
夫
会
長
は
「
歴

史
を
語
り
継
い
で
い
く
た
め
に

も
、
し
る
し
を
残
し
て
お
く
べ

き
と
考
え
た
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

― 

実
行
委
員
会
の
設
立
②

平
成
30
年
度
の
活
動 

―

　

実
行
委
員
会
で
は
、
戊
辰

１
５
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

る
今
年
度
、
様
々
な
記
念
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

河
井
継
之
助
記
念
館
で
は
、

戊
辰
一
五
〇
周
年
特
別
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
戊
辰
戦
争
時

に
只
見
で
兵
糧
調
達
に
奔
走
し

た
会
津
藩
代
官
・
丹
羽
族
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
年
表
パ
ネ
ル
な

ど
で
当
時
の
只
見
の
関
わ
り
を



― interview ―

― interview ―

　河井継之助が逗留したのは、現
在の家の裏側に建っていた屋敷で
す（右上写真）。この写真は家を壊
す際、私の息子が撮ってくれたもの
です。この辺には家がほとんどな
かったので、継之助御一行は目明
しを頼りに来られたのだと思いま
す。
　継之助が来られた時期は８月だ
ったため、養蚕が忙しくとても大変
だったと聞いています。継之助が
滞在した１週間、御一行は家の上
座敷に泊まり、自分たちは１段下の

目明し清吉の屋敷跡
河井継之助の逗留地 

部屋で生活していました。継之助
がいる上座敷には付き人や医者が
行ったり来たりするだけで、自分た
ちは入ることもできなかったそうで
す。何もしてあげることができず、
家を明け渡したような気持ちだっ
たそうですが、とにかく大変だった
という話です。
　家の墓には目明し清吉の名が刻
まれており、私が１０代目となりま
す。当時、この辺りには目明し清吉
が関係する家が２軒あり、親分と
子分といった間柄のようでした。

奥会津只見戊辰１５０周年
記念事業実行委員会
（会津只見史談会）

会長　飯塚　恒夫さん
（坂田）

五十嵐 昭一さん
　　　   チヱコさん

（只見）

　只見は地理的に越後と会津を結ぶ

通過点であったため、中心地とは違った

役割や苦労がありました。これらの歴史

を語り継いでいくためには、今回の戊辰

戦争150年は良い機会であったと考え

ています。只見の人も戊辰戦争に参加を

しています。それが山内大学隊です。この

隊は、金山・只見の農民で編成され、八

十里越の防備が主な任務でした。しか

し、手薄になった越後の国境線の防備

のため、遠征した小出島の戦いでは犠

牲者をだし、八十里越を越えて逃げてき

ました。会津の敗色が濃くなる８月末に

只見の歴史を
語り継ぐために ―

は、只見から会津兵が若松に引き揚げ、

その後を追って西軍2,000人が只見に

進軍してきました。只見の人が大変だっ

たのは、東軍だけの受け入れではなく、

その後進軍してきた西軍も受け入れて

いることです。心情的には辛いと思いま

すが、「村を守る」という強い決意から西

軍を受け入れたのでしょう。また、山内隊

も戦国時代から八十里越・六十里越は

自分たちが守るという強い意志がありま

した。これらを見ると、只見の人は武士の

心を持ち、困った人は助けるという気質

と秩序を持っているのだと感じています。

やまのうちだいがく

解
説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

津
若
松
市
の
会
津
新
選
組
記
念

館
か
ら
借
り
た
史
料
や
長
岡
藩

の
藩
旗
の
残
片
、
長
岡
藩
主
の

家
紋
が
入
っ
た
幕
、
長
岡
藩
主

の
陣
羽
織
な
ど
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
来
館
者
の
記
念
撮
影

用
に
継
之
助
の
等
身
大
パ
ネ
ル

（
約
１
５
６
㎝
）
も
設
置
さ
れ

て
お
り
、
実
物
と
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
特
別
展
示
は

11
月
中
旬
ま
で
内
容
を
替
え
な

が
ら
催
す
予
定
で
す
。

　

今
後
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
、
９
月
１
日
に
奥
会
津
戊

辰
一
五
〇
周
年
記
念
特
別
講
演

会
、
同
月
24
日
に
は
只
見
町
と

長
岡
市
と
の
交
流
を
目
的
と
し

て
戊
辰
史
跡
を
巡
る
「
継
之
助

ウ
ォ
ー
ク
」、
10
月
13
日
に
は

「
長
岡
市
八
丁
沖
ウ
ォ
ー
ク
参

加
ツ
ア
ー
」
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

― 

戊
辰
１
５
０
周
年
を
機
に

未
来
に
伝
え
た
い
こ
と 

―

　
「
八
十
里
こ
し
ぬ
け
武
士
の

越
す
峠
」
―
。

　

こ
の
句
は
長
岡
城
の
再
落
城

後
、
八
十
里
越
を
越
え
る
途
中

で
河
井
継
之
助
が
詠
ん
だ
も
の



監修：奥会津只見戊辰150周年記念事業実行委員会

八
十
里

　
こ
し
ぬ
け
武
士
の

　
　
　
　
　
越
す
峠

で
す
。
戸
板
に
乗
せ
ら
れ
て
会

津
に
敗
走
す
る
際
、「
腰
抜
け
」

と
「
越
後
を
抜
け
る
」
と
い
う

２
つ
の
意
味
を
か
け
、
継
之
助

の
悲
し
み
が
込
め
ら
れ
た
一
句

で
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
５
０
年
、
新
潟

県
と
福
島
県
を
結
ぶ
八
十
里
越

は
今
、
国
道
２
８
９
号
八
十
里

越
と
い
う
新
た
な
路
と
し
て
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
歴
史

的
に
も
八
十
里
越
を
介
し
交
流

の
あ
っ
た
新
潟
県
、
現
代
に
お

い
て
も
新
た
な
路
に
よ
っ
て
交

流
が
深
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
の
新
国
勇
副
会

長
は
「
塩
沢
で
は
今
も
河
井
継

之
助
の
命
日
の
８
月
16
日
に
墓

前
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
元
の
人
の
熱
意
が

な
い
と
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

１
５
０
年
を
機
に
、
町
内
に
残

る
戊
辰
史
跡
を
再
発
見
し
て
郷

土
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
実
行
委
員
会

で
は
、
知
ら
れ
ざ
る
只
見
の
歴

史
を
積
極
的
に
発
信
し
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。


